
の信仰の山でもあった。
この山
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を越え、新幹線
は関西の淀川水系に入り
琵琶湖岸に下りていく。
逆に東京に近づく新幹線では、熱海を過ぎてもしばらく

断続的にトンネルが続く。それらが終わる頃車窓左手に大
山が現れる。丹沢山塊は標高1252mの尖った頂を境に関東
平野に降りていく。ここも信仰の山であり、江戸時代には
「大山講」として庶民による巡礼が盛んに行われ、山道に
は今も関東一円の講による石碑が所狭しと並んでいる。
さて、東海道新幹線から見えるといえば、富士山につい
て書かないわけにはいかない。東海道新幹線の普通車につ
いて２列側を「山側」、３列側を「海側」と聞いたことのある
読者も多いと思う。特に東名間の多くの山は山側だけから
見える。ところが、富士山は山側だけでなく海側の車窓か
らも見えるのである。西に向かう場合は、静岡駅を過ぎ安
倍川橋梁を渡った後に、東に向かう場合は、日本坂トンネ
ルを抜けてしばらく、30秒間ほど海側の車窓に富士山が現
れる。なぜそうなるかは読者自身、地図で確かめていただ
きたい。ちなみにこの海側の富士、見えると「幸せの富士山」
というそうで、これまた現代の信仰の対象になっている。
� （専務理事　日塔 貴昭）

この九段だより、愛読者が結構いるらしい。長く執筆し
てきた山本前調査部長を引き継いで気が重い日々である。
とはいえ、機関誌の息抜きとしての九段だより。書き手も
気楽にならねばならぬ。今回から日常生活の周辺に存在し
ている「旅」をテーマに書かせていただく。初回は東海道
新幹線から見える山について。
平日、東京から新大阪に向かう新幹線の車内を見渡す

と、パソコン・スマホを凝視する人、さもなくばカーテン
を閉めて眠りに落ちる人ばかり。車窓に目をやる人はまば
らである。勿体無い、と思う。東海道は昔も今も日本の最
重要の往来である。地形・歴史・産業、いずれに関しても
車窓の見所は途切れなくある。
たとえば西に向かう新幹線の車窓で、関西の入り口で大

きな存在感を示すのは伊吹山であろう。関ヶ原トンネルを
抜けると車窓右手に
どっしりとした標高
1377mの山の塊が現れ
る。冬に雪を被った姿
は荘厳だ。古くは日本
書紀にてヤマトタケル
ノミコトの伝説の舞台
となり、また修験道者

⃝旅は日常に在り（１）
　関西の入り口、関東の入り口

大山

伊吹山
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